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第１回 熊本県議会 地域活力創生特別委員会会議記録 

 

令和５年６月６日(火曜日) 

            午前10時29分開議 

            午前10時32分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

 委員長互選 

 副委員長互選 

――――――――――――――― 

出 席 委 員（16人） 

        委 員 長  橋 口 海 平 

副委員長 髙 島 和 男 

        委  員 城 下 広 作 

        委  員 松 田 三 郎 

        委  員 溝 口 幸 治 

        委  員 西   聖 一 

        委  員 内 野 幸 喜 

        委  員 髙 野 洋 介 

        委  員 楠 本 千 秋 

        委  員 岩 本 浩 治 

        委  員 池 永 幸 生 

        委  員 坂 梨 剛 昭 

        委  員 前 田 敬 介 

        委  員 幸 村 香代子 

        委  員 住 永 栄一郎 

        委  員 立 山 大二朗 

欠 席 委 員（なし）    

委員外議員（なし） 

――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

     政務調査課主幹 西 村 哲 治 

     政務調査課主幹 時 吉 啓 通 

――――――――――――――― 

  午前10時28分 

○西村政務調査課主幹 担当書記の西村で

ございます。よろしくお願いいたします。 

 本日は、最初の委員会でありますので、ま

ず、正副委員長の互選をお願いいたします。 

  委員会条例第６条の２第２項の規定により、

年長委員に委員長互選の職務を行っていただ

くことになっております。 

 本委員会の年長委員は、楠本委員でござい

ます。それでは、楠本委員、よろしくお願い

いたします。 

  （年長委員着席） 

――――――――――――――― 

午前10時29分開議 

○楠本千秋年長委員 ただいまから、第１回

地域活力創生特別委員会を開会いたします。 

私が年長でありますので、これより委員長

互選の職務を行います。 

 まず、委員長互選の方法については、指名

推選と投票がございますが、指名推選により

行いたいと思います。これに御異議ありませ

んか。 

 （｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○楠本千秋年長委員 御異議なしと認めます。 

よって、委員長互選の方法は、指名推選によ

り行うことといたします。それでは、委員長

候補者を指名する方を決めたいと思います。 

 どなたから指名をいただきましょうか。 

  （｢年長委員」と呼ぶ者あり） 

○楠本千秋年長委員 私にという声が上がっ

ておりますが、私が指名することに御異議あ

りませんか。 

  （｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○楠本千秋年長委員 御異議なしと認めます。 

 それでは、委員長に橋口委員を指名したい

と思いますが、これに御異議ありませんか。 

  （｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○楠本千秋年長委員 御異議なしと認めます。

よって、橋口委員が委員長に決定いたしまし

た。 

これで、私の職務は終わりましたので、委

員長と交代いたします。 

  （年長委員退席、委員長着席） 

○橋口海平委員長 皆さん、こんにちは。地
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域活力創生特別委員会の委員長に御推挙いた

だきました橋口です。デジ田、そしてＴＳＭ

Ｃの進出に伴う効果、これを最大限に広げる

委員会でございます。皆様方の活発な意見を

基にしっかりと集約して、そして熊本を盛り

上げていきたいと思いますので、１年間どう

ぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、引き続き、副委員長の互選を行

います。 

 副委員長互選の方法については、指名推選

と投票がございますが、指名推選により行い

たいと思います。これに御異議ありませんか。 

  （｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○橋口海平委員長 御異議なしと認めます。

よって、副委員長互選の方法は、指名推選に

より行うことといたします。 

 それでは、副委員長候補者を指名する方を

決めたいと思います。どなたから指名をいた

だきましょうか。 

  （｢委員長」と呼ぶ者あり） 

○橋口海平委員長 委員長にという声が上が

っておりますが、私が指名することに御異議

ありませんか。 

  （｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○橋口海平委員長 御異議なしと認めます。 

それでは、副委員長に髙島委員を指名した

いと思いますが、これに御異議ありませんか。 

  （｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○橋口海平委員長 御異議なしと認めます。

よって、髙島委員が副委員長に決定いたしま

した。 

 それでは、髙島副委員長から就任の挨拶を

お願いいたします。 

  （副委員長着席） 

○髙島和男副委員長 ただいま副委員長に選

出されました髙島でございます。委員長を補

佐して、精いっぱい円滑な運営に取り組んで

まいりますので、委員各位におかれましては、

御指導、御鞭撻賜りますようによろしくお願

いします。 

 

○橋口海平委員長 それでは、本日の委員会

は、これをもって閉会いたします。 

    午前10時32分閉会 

 

 

 熊本県議会委員会条例第29条第１項の規定

によりここに署名する 

  地域活力創生特別委員会委員長 

 

 

 


